
 

 

 

令和６年度 八頭町水質検査計画 
 

 

 

 

八頭町 町章  

 

 

 水質検査は、水道水の安全性を確認するための重要な手段であり、水道管理に

おいて基本となるものです。 

 水質検査計画とは、水質検査の適正化を確保するために、水質検査項目や検

査回数・検査地点等を定めたものです。 

  

《水質検査計画の内容》 

 

1. 基本方針 

2. 水道事業の概要 

3. 水質検査を行う場所・項目及び検査頻度 

4. 水質検査機関 

5. 水質検査結果の公表 

6. 関係機関との連携 

 



１．基本方針 

 八頭町では、使用者から信頼され、安心してお使い頂ける水道水をお届けするため、

本計画を策定しました。これにより、水質検査の適正化を図るとともにその透明性を確

保し、検査結果を次年度の水質検査計画に反映していきたいと考えています。 

 

２．水道事業の概要 

 八頭町には 17 の簡易水道、1 の飲料水供給施設、29 の水源があり、滅菌等の処理を

して使用者にお届けしています。 

 

表１ 八頭町簡易水道状況 

水道施設の名称 給水区域 

姫路飲料水供給施設 姫路 

明 辺 簡 易 水 道 明辺 

山 志 谷 簡 易 水 道 山志谷 

落岩・麻生簡易水道 落岩・麻生 

福地・野町簡易水道 福地・野町 

郡家第 1 簡易水道 
郡家・井古・稲荷・奥谷・宮谷・下門尾・門尾・堀越・福本

の一部・久能寺の一部 

郡家第 2 簡易水道 

久能寺の一部・万代寺・土師百井・石田百井・米岡・国中・

福本の一部・下坂・山田・山路・上峰寺・下峰寺・山上・篠

波・大坪・延命寺・別府・下津黒・上津黒・市場・覚王寺 

大 御 門 簡 易 水 道 大門・花・郡家殿・市谷・西御門 

船岡地区外簡易水道 
船岡・坂田・下濃・破岩・上野・隼福・船岡殿・水口・塩上・

橋本・下野・大江・隼郡家の一部・見槻中の一部 

隼 簡 易 水 道 隼郡家・見槻中・西谷・見槻・志子部 

福 井 簡 易 水 道 福井 

八 東 簡 易 水 道 

安井宿・新興寺・小別府・桜ヶ丘・横田・茂田・才代・東・

岩渕・鍛冶屋・三山口・三浦・皆原・徳丸・重枝・北山・南

の一部・富枝・志谷 

日 下 部 簡 易 水 道 日下部 

用 呂 簡 易 水 道 用呂 

花 原 簡 易 水 道 花原 

池 田 簡 易 水 道 池田 

日 田 簡 易 水 道 日田 

島 ・ 南 簡 易 水 道 島・南 

八頭町の水道は、表流水と地下水の水源でまかなわれています。表流水は、山志谷上

流、細見川を水源としています。また、地下水は、八東川とその支流の新興寺谷川・私

都川に水源池を建設し、安全な飲料水に処理し、本町の配水池へ送られ、町内へ給水し

ています。 

八頭町の給水状況は、以下のとおりです。 

 



表２ 給水状況                （令和 5年 3月 31日現在） 

行 政 区 域 内 人 口 １５，９６３ 人 

給 水 人 口 １５，７３６ 人 

普 及 率   ９８．５８ ％ 

年 間 給 水 量 １，８５４，１０３ ㎥ 

 

３．水質検査を行う場所・項目及び検査頻度 

（１）水質検査地点（図１参照） 

① 浄水について 

・水源毎に町内 26箇所を設定しました。 

② 原水について 

・水源毎に町内 27箇所を設定しました。 

（２）水質検査項目及び検査頻度 

 八頭町では、水道法で検査が義務付けられている毎日検査項目と水質基準項目、また

水質管理上必要と判断した水質管理目標設定項目について、水質検査を行います。 

 水質検査を行う頻度については、水道法の定めに従って、水源の種類、検査する項目

の過去の検出状況などを考慮して決定します。 

① 毎日検査項目（3項目） 

給水栓で毎日検査することが義務付けられている項目です。水源別に色・濁り・

塩素による消毒効果（残留塩素）の検査を行います。 

この検査は八頭町職員が行います。 

 

表３ 毎日検査項目 

 項  目 評  価 検査地点 検査頻度 

１ 色 異常でないこと 水源毎に末端

の給水栓から

採水 

1回／日 ２ 濁り 異常でないこと 

３ 残留塩素 0.1mg／Ｌ以上 

 

② 水質基準項目（51項目） 

   給水栓において、水道法に定められた水質基準値以下（別表１）で給水すること

が義務付けられている項目です。基準項目 51 項目を 1 回／年、消毒副生成物（12

項目）を 3 回／年（志子部配水池、大江配水池は 4 回／年）、水質基準の基本的項

目 9項目を 1回／月の頻度で検査を行い、その他水源別に設定した監視項目を 3回

／年の頻度で検査を行います。 

③ 原水全項目（39項目） 

水源池において、水道法に定められた項目を１回／年行います。 

表流水・伏流水・湧水または浅井戸を水源とし、水源の上流域やその周辺にし尿

や下水、家畜の糞尿等を処理する施設がある場合、クリプトスポリジウム※の汚染の

恐れがあることから、その指標菌とされる大腸菌と嫌気性芽胞菌についても同様に

検査します。 

 

※ クリプトスポリジウム… 人間や哺乳動物（ウシ・ウマ・イヌ等）の消化器官で増殖し、嘔吐、



下痢などの感染症をもたらす。この感染した動物の糞便に混じって環境中に排出され、経口摂

取することにより被害が拡大する。耐塩素性の病原生物であり、除去にはろ過等の措置が必要

となる。 

 

④ 臨時の水質検査 

次のような状況の発生により、水道水が水質基準に適合しないおそれがある場合

には、ただちに取水を停止するなど必要な措置をとるとともに臨時の水質検査を行

います。 

・ 水源の水質が著しく悪化したとき。 

・ 水源に異常があったとき。 

・ 水源付近、給水区域及びその周辺において消化器系伝染病が流行しているとき。 

・ 送・配水管の大規模な工事、その他水道施設が著しく汚染されたおそれがある

とき。 

・ その他、特に必要があると認められるとき。 

 

４．水質検査機関 

 水道法に基づく水質検査は、水質検査機関として厚生労働大臣の登録を受けた公益財

団法人鳥取県保健事業団に委託します。 

 

５．水質検査結果の公表 

 水質検査計画は、八頭町ホームページ等で掲載します。水質検査結果においても、こ

れと同様にホームページ等で公表します。 

 

６．関係機関との連携 

 八頭町において、水道水質に異常が発生、またはその恐れがある場合には、鳥取県生

活環境部自然共生社会局水環境保全課、公益財団法人鳥取県保健事業団等の関係機関と

情報交換をするとともに、連携して迅速かつ適切な対策を講じます。 


